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青森県立高等学校魅力づくり検討会議 検討結果報告書 【概要】
（令和７年２月２０日）

第１ 魅力ある高等学校づくりに向けた基本的な考え方（P2~4）

１ 高等学校教育を取り巻く現状（P2）

２ 「魅力ある高等学校づくり」の視点（P3）

３ 高等学校教育の方向性（P3~４）

（１）これからの時代に求められる力の育成

（２）これからの時代に求められる人財の育成

（３）高等学校に求められること
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第２ 学校・学科の充実の方向性（P5~15）

１ これからの時代に求められる高等学校の魅力づくり（P5~8）

（１）教育活動の更なる充実
① 各校の特色を生かした取組の推進

② ＩＣＴの活用による教育活動の充実

③ 特別な教育的支援を必要とする生徒への教育の充実

（２）多様な主体との連携・協働
① 高等学校間・学科間の連携

② 異なる校種間の連携

③ 地域や関係機関等との連携

２ これからの時代に求められる力を育む学科等の魅力づくり（P9~13）

（１）全日制課程
① 普通科等（普通科、理数科、グローバル探究科、スポーツ科学科、表現科）

② 職業教育を主とする専門学科（農業科、工業科、商業科、水産科、家庭科、看護科）

③ 総合学科

（２）定時制課程・通信制課程

３ 学校・学科の魅力づくりに向けた教育制度（P14~15）

（１）中高一貫教育

（２）全日制普通科単位制

（３）総合選択制

（４）コミュニティ・スクール

（５）入学者選抜制度
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第３ 学校配置の方向性（P16~20）

１ 魅力ある高等学校づくりに向けた学校配置の観点（P16）

（１）高等学校教育を受ける機会の確保

（２）充実した教育環境の整備

２ 魅力ある高等学校づくりに向けた学校配置（P17~19）

（１）全日制課程
① 学校配置の考え方

② 学校規模

③ 小規模校の配置

（２）定時制課程・通信制課程

３ 学校配置と合わせて検討すべき事項（P19~20）

（１）再編の方法等

（２）学級編制

（３）通学手段の確保・通学支援

第４ 地域等の理解と協力の下での魅力ある高等学校づくり（P21）
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